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イネドロオイムシのチアメトキサム剤に対する 
感受性が低下した地域でも、 

シアントラニリプロール剤等の防除効果は⾼い 
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３ 要旨 

近年、県中地域の⼀部においてチアメトキサム剤を箱施⽤した⽔⽥で、イネドロオイムシの
多発事例が確認されている。当該地域で防除試験を⾏ったところ、シアントラニリプロール剤
の箱施⽤、エチプロール剤、クロチアニジン剤の散布は、本種に対する⾼い防除効果が認めら
れた。 
                                                         

（１） 試験地のイネドロオイムシ個体群は、チアメトキサム剤に対する感受性が低下していると
考えられた（図 1）。 

（２） 同個体群に対し、シアントラニリプロール剤の箱施⽤、エチプロール剤、クロチアニジン剤
の散布は⾼い防除効果が認められた（図 1、2）。 
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図1 イネドロオイムシ寄生虫数の推移（育苗箱施用剤）
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図2 イネドロオイムシ寄生虫数の推移（散布剤）
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試験地：須賀川市長沼、チアメトキサム剤：デジタルコラトップアクタラ箱粒剤、

クロチアニジン剤：ツインターボ箱粒剤08、シアントラニリプロール剤：

スタウトパディート箱粒剤、薬剤処理：移植当日（5/13）50g/箱処理、調査：

100株2ヵ所、虫数：幼虫と蛹の合計値、( )内の数値：対無処理比

試験地：須賀川市長沼、エチプロール剤：キラップフロアブル2,000倍、

クロチアニジン剤：ダントツ水溶剤4,000倍、散布日：6/20、散布量：70L/10a

調査：50株3ヵ所、虫数：幼虫と蛹の合計値


